
公開情報
①～⑦浅草寺
　公 開 日　通年
　公開時間　終日
　料　　金　なし　
　

⑧浅草神社
　公 開 日　通年
　　　　　　（境内のみ）
　公開時間　終日
　料　　金　なし
　　

⑨浅草観音戒殺碑
　公 開 日　通年
　公開時間　終日
　料　　金　なし
　　

　
※伝法院庭園
　通常非公開　
　
※神谷バー本館
　公 開 日　通年（外観のみ）
　公開時間　終日（外観のみ）
　料　　金　なし（外観のみ）
　

※ギャラリー・エフ蔵
　公 開 日　通年
　（ただし、火曜及び臨時休業日を除く）
　公開時間　11：00～18：30
　（ただし、展示の種類等によって変更あり）
　料　　金　なし　
　　　

〒163-8001　東京都新宿区西新宿二丁目8番1号
電話:03（5321）1111（代）
東京都教育庁
地域教育支援部管理課

公開情報

文化財めぐりコース
浅草寺
 

①浅草寺二天門
↓

②木造持国天立像・木造増長天立像
↓

③西仏板碑
↓

④六地蔵石燈籠
↓

⑤浅草寺六角堂
↓

⑥戸田茂睡墓
↓

⑦浅草迷子しらせ石標
　
　
　

⑧浅草神社
↓

神谷バー本館
↓

ギャラリー・エフ蔵
↓

⑨浅草観音戒殺碑
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　東京観光の目玉の一つ、浅草。この地は、
浅草寺の門前町を中心に発展を遂げてきま
した。関東大震災や太平洋戦争により、近
世までの浅草の街並みはほぼなくなりまし
たが、焼け残った浅草寺二天門や浅草神社
は文化財に指定されています。
　今回は、浅草寺や浅草神社など、活気あ
ふれる浅草の街とともに歴史を感じられる
コースを設定しました。
　雷門や仲見世だけではない浅草の魅力を
発見してみてください。

コースを設定しました。
　雷門や仲見世だけではない
発見してみてください。

カフェ

⑦

浅草寺

浅草神社



東京文化財ウィーク

　『鬼平犯科帳』など池波正太郎作品にもよく登場する浅草。この「浅草」
という地名が初めて文献に登場するのは、鎌倉時代に書かれた『吾妻鏡』です。
養和元年（1181）、鶴岡八幡宮の造営に際して良い工匠がいなかったため、武
蔵国浅草の大工を招いた、とあります。また、建久３年（1192）後白河法皇の
法要に、浅草寺から寺僧３名が鎌倉へ出仕したとの記録があり、これが「浅
草寺」という寺名の初出です。中世以降、浅草寺周辺は寺領として寄進され、
門前町が発達していきました。
　江戸時代、浅草寺北西側は大名の屋敷地や畑地となる一方、雷門より南側
には町屋が建ち並び、庶民信仰の寺として定着していきました。また、仲見

世には茶屋が出店し、本堂西側の奥山では小屋掛けの見世物や曲独楽などが
興行されるなど、一大娯楽地として発展。嘉永６年（1853）には、植物園「花
屋敷」も開園しました。
　明治維新後、浅草寺境内は新政府により官収され、明治６年（1873）には日
本最初の公園となり、浅草公園として東京市が管理することになりました。
　明治 23 年（1890）に建設された 12 階建ての凌雲閣からは、浅草一帯を一望
できました。３階から６階に芸妓 100 名の写真を掲げ、登覧者の投票で美人
を選抜する「百美人」という企画は、人気を博しました。凌雲閣階下の道な
りに軒を連ねた活動写真館では浅草オペラが上演され、熱狂的なオペラファ

ン「ペラゴロ」が浅草
公園を闊歩していまし
た。その一方で、浅草
界隈では剣舞や辻講釈
が随所で見られるな
ど、新旧混在した大衆
文化が醸成されていき
ました。
　しかし、江戸追慕と
大正浪漫が混然一体と
なった近世以来の浅草
の街並みは、関東大震
災や東京大空襲によ
り、ほぼ一掃されます。
　昭和 26 年に浅草公
園全域の公園指定は解
除され、管理が浅草寺
に戻されます。境内で
は、昭和 33 年の本堂
を筆頭に、堂宇が次々
と再建。娯楽施設では、
戦時中閉鎖されていた
浅草花やしきが昭和 22
年に再開、ひょうたん
池（通称）埋立地には、
劇場や遊技場が建設さ
れました。
　二度の大火を逃れた
伝法院や二天門、浅草
神社などが伝える江戸
風情と、近代から続く
６区の大衆娯楽文化か
ら醸し出される雰囲気
が浅草の魅力です。
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東京文化財ウィーク

　推古36年（628）の早朝、檜前浜成、竹成兄
弟が宮戸川（現在の隅田川）で投網をうって
いた際に、一体の仏像を引き上げました。こ
の仏像が聖観世音菩薩であることを知った
土師中知は、自ら出家し、屋敷を寺に改め
て深く帰依しました。これが浅草寺の始まり
とされています。
　中世以降、源頼朝や足利尊氏などの寄進により浅草寺領は徐々に拡大して
いきました。江戸時代には、徳川家康により幕府の祈願所と定められ、手厚
い庇護を受けます。しかし、別当（寺務を統括した職）忠運が五代将軍綱吉
の禁忌に触れて職を解かれると、以後東叡山寛永寺輪王寺門跡法親王の支配

下に置かれました。
　庶民信仰の場として定着した浅草
寺は、境内に水茶屋が出店し、見世
物小屋が軒を連ねるなど、江戸の名
所としても広く知られるようになり
ました。今日、浅草観光の代名詞と
もなっている仲見世は、貞享 2 年
（1685）頃、近隣住民が境内の清掃を
行う代わりに、床店を出す許可が与

えられたことに始まるといわれています。
　明治に入ると、雷門前には鉄道馬車が敷設され、仲見世はレンガ造りの洋風
建築が立ち並び、浅草寺にも近代化の波が押し寄せました。しかし、関東大震
災により近世までの街並みは失われ、東京大空襲により伝法院・二天門・浅草
神社などを残し、本堂をはじめとする江戸時代以来の建物は焼失しました。
　終戦から３か月後の11月には、本堂焼け跡に仮本堂（現在の淡島堂）が建
てられ、地中に疎開させていた本尊が安置されました。昭和 30 年代に本堂、
雷門、宝蔵門（かつての仁王門）が次々と再建。昭和 48 年（1973）には五重
塔が場所を変えながらも再建され、現在に至っています。

　　重要文化財（建造物）
　　指定：昭和 21年 11月 29日

　浅草寺は長い歴史の中で何度も被災し、
江戸初期の寛永年間にも２度伽藍が焼失し
ています。そのため、寛永13年（1636）には、
寺内にあった東照宮が江戸城紅葉山に遷座
されました。二天門は、その東照宮随身門と伝わり、創建は元和４年（1618）
ですが、現存するものは慶安２年（1649）頃の建築と考えられます。
　明治初年、神仏分離令によって随身像は、仏教を守護する四天王のうち東
方と南方の守護者である広目天・持国天の二天像が鶴岡八幡宮から奉納され、
門の名も二天門と改称されました。
　二天門は木柄が太く重厚な建物で、桁行 8.13ｍ、八脚門、切妻造、本瓦葺、
三棟造という形式です。三棟造とは、門の前方間と後方間のそれぞれに三角
形に組んだ屋根型の天井を設け、本来の大屋根の棟と併せて棟が３本あるよ

うに見えることから、このように呼ばれま
す。近世においては、旧台徳院霊廟惣門（寛
永９年（1632）・港区）など徳川幕府と関連
のある建物に多く見られる形式です。また、
全体に赤色塗装がされていますが、柱など
軸部は黒みがかった赤のベンガラ漆塗り、
組物や軒廻りは明るいオレンジ色の丹塗り
に塗り分けられているのが特徴です。

　　都指定有形文化財（彫刻）　指定：昭和 38年 10月 29日

　持国天と増長天は、広目天・多聞天とともに四天王に数え
られます。四天王は仏教の守護神で、甲冑で武装した武将の
姿に造られます。持国天は東方、増長天は南方、広目天は西方、
多聞天は北方を守護するとされ、釈迦三尊などの周囲（四隅）
に安置される例が多くみられます。
　二天門に安置されている二天像は、昭和20年３月10
日の東京大空襲の際、修理のために搬出されていた修
復先にて焼失してしまい、二天門に像が無い状態がし
ばらく続きました。
　一方、昭和 31 年から、上野寛永寺の厳有院霊廟勅額
門の解体修理が実施されます。その中で、門の左右に付

加された袖が明治期の後補部分と
判明し、撤去されることになりました。このため、そ
の袖の部分に安置されていた持国天像と増長天像は、
移設を余儀なくされます。折から本堂再建に向けて境
内整備を進めていた浅草寺は、像が無い二天門に安置
するため、昭和 32 年に本像を譲り受けました。
　平成19～21年に修理され、造像当時の姿に復元され
ています。修理の際、増長天頭部の内側に「大仏師　
法橋　吉田兵部」の墨書銘が認められたことから、17
世紀後半に活動していた京都七条の御用仏師・法橋吉
田兵部藤房の作と分かりました。

木造持国天立像

木造増長天立像

浅草寺本堂

三棟造

浅草寺五重塔 

浅草寺二天門

棟が 3 本あるように見えることから三棟造といわ
れます。
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東京文化財ウィーク

　　都指定有形文化財（歴史資料）
　　仮指定：大正 13年 2月 5日　史跡指定：昭和 27年 4月 1日
　　種別変更：昭和 56年 3月 12日

　浅草寺本堂の西側、影向堂の前にある池のほとり
に建つ板碑です。板碑とは、長方形の石板で作った
塔婆の一種で、上部が三角形になっています。埼玉
県秩父地方で産出する緑泥片岩（秩父青石）で作ら
れた塔婆は青石塔婆と呼ばれ、その色や形態の美し
さが好まれてきました。
　西仏板碑は、中央上部に大きく釈迦如来を表す種字
を配し、その下に蓮台に立つ地蔵菩薩と蓮華を生けた
花瓶、右側には童子像、下部には西仏が家族の今世と来世にお
ける幸福を願う文章が刻んであります。建立者の西仏について
は、『吾妻鏡』建長五年（1253）八月廿九日条で下総国下河辺荘の
築堤工事を命じられた奉行人「鎌田三郎入道西仏」のことだと
考えられていました。しかし、ほかにも何人か候補がおり、詳
しく分かっていません。
　寛保２年（1742）８月には、暴風雨で倒壊しました。『江戸名所
図会』によると３段に折れたようで、一番上の部分は伝法院の
中にある稲荷社の傍らにあったとされていますが、残念ながら
現存していません。その後、文化 11 年（1814）に 10 名の有志が
集い、２本の側柱を建てて、支えました。
　鎌倉時代末期から室町時代初期の建立と推定され、高さ
217.9cm、幅 46 ㎝、都内最大の青石塔婆です。中世の信仰を
知る上で貴重な資料であるとともに、巨大板碑の典型例とし
ても重要です。

　　都指定旧跡　
　　仮指定：大正 13年 2月 5日　旧跡指定：昭和 30年 3月 28日

　浅草寺影向堂の前に立つ石燈籠は、高さ 180 ㎝余
りで、六角形の火袋の各面に地蔵像が彫ってありま
す。しかし、現在では地蔵像も文字もほとんど風化し、
火災に遭っていることもあり、判読できません。
　造立年代は不明ですが、一説によると久安年間（1145
～ 51）に源義朝が浅草寺を参詣した際に「鎌田兵衛尉
政清」が造立したとも言われています。一方で、応安
年間（1368 ～ 75）頃に造立されたという説もあって確定

していません。いずれにしても、
都内に現存している石燈籠の中でも、最も古い時代の制
作に属するものの一つであると考えられています。
　もとは雷門の東方の吾妻橋のたもとにありました。
そのため、辺りの隅田川べりは「六地蔵河岸」と呼ば
れていたそうです。明治 23 年（1890）、道路拡幅などの
区画整理に伴い現在地に移転するまで、棹石の下半分
は土に埋まっていました。現在では、屋根付きの建物
内で保護されています。

　　都指定有形文化財（建造物）　指定：昭和 27年 11月 3日

　浅草寺六角堂は､『浅草寺誌』（文化10年編）に、元和４年（1618）に掘った井戸
の上に建っていることを示す記述があり、さらには古い建築様式も採用され
ていることから浅草寺内に現存する最古の建造物と考えられます。実際、建
物の底部は六角形状に廻した木製土台と基礎石で支えられ、更に、その下部
に 11 段の石積みをした深さ 1.5ｍ余りの井戸状の穴が堀られています。
　建物は、木造、桟瓦葺、朱塗りの六角円堂で、建物中央の直径は 1.82ｍ、
一面の柱間は 0.91m、都内ではあまり見かけない特異な形式の建造物です。
屋根を支える垂木は、建物の中心から傘の骨のように放射状に広がる「扇垂木」
という形式で、桁の木組みも六角形に組むため、細工も難しく、大工の腕の
見せ所の一つです。
　六角堂内には、日限を定
めて祈願すれば、必ず霊験
があるという「日限地蔵尊」
が安置されています。この
ため、日限地蔵堂とも言わ
れています。
　六角堂は、現在より約
22ｍほど東方に建っていま
したが、平成６年に現在の
場所に移されました。現・
影向堂の南基壇上に元の位
置が示されています。

　　都指定旧跡　
　　標識：大正 8年 10月　旧跡指定：昭和 30年 3月 28日

　戸田茂睡は江戸時代元禄期の歌人（1629 ～ 1706）です。渡辺監物忠の六男と
して駿府城内で生まれました。父の死後、伯父戸田政次の養子になります。
名は馮、後に恭光と改めます。
茂右衛門、茂睡などと号します。
一時期、三河岡崎藩本多家に仕
えますが出家し、浅草寺近くに
居を構えました。形骸化した伝
統歌学への積極的批判者として
知られます。代表作に江戸の最
初の地誌である『紫の一本』の
ほか『御当代記』『梨本集』など
があります。
　墓石は、牛込萬昌院より発見
され大正２年（1913）に浅草公園
に移されたものです。自然石の
土台、宝篋印塔の基壇、五輪塔
の順にのせられています。五輪
塔は茂睡自身が生前に自らの後
世を供養した逆修塔です。

西仏板碑拓本
写真提供：台東区教育委員会

全景
写真提供：台東区教育委員会

全景
写真提供：台東区教育委員会

西仏板碑
写真提供：台東区教育委員会

石燈籠には六面それぞれに地蔵像が彫られています。写真提供：台東区
教育委員会

ようごうどう

やすみつたのむ

ひともと

おうぎたる き

ひょう

まさきよ

さおいし

えのじょう
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東京文化財ウィーク

　　都指定旧跡　
　　仮指定：大正 13年 2月 5日　旧跡指定：昭和 30年 3月 28日

　浅草寺本堂の手前、向かって左側に立っている石標
です。正面に「南無大慈悲観世音菩薩まよひこのしるべ」
と記されており、江戸時代に迷子の情報を交換するた
めに用いられていました。
　右側面には「しらする方」と刻まれていて、預かっ
ている迷子や訪ね人の情報を書いた紙をここに貼り付
けておきます。左側面には「たずぬる方」と刻まれて
いて、探している迷子や尋ね人の人相や特徴などを書
いた紙をここに貼り付けておきます。江戸の人々は、
この張り紙を見て迷子や尋ね人を探しました。
　もとは、安政２年（1855）10月２日夜10時頃に発生した安政の大地震におけ
る遊郭での死者を弔って、新吉原の楼主・松田屋嘉兵衛が安政７年３月に建
てたものです。マグニチュード 6.9 と推定される直下型の大地震及びそれに伴
う火災によって、吉原での死傷者は 1000 人とも言われています。
　江戸時代には仁王門（現在の宝蔵門）の前にありましたが、第二次世界大
戦の際に倒壊してしまい、台石の一部だけを残すのみとなってしまいました。
現存する石標は、昭和 32 年に復元されたものです。
　都内では、一石橋（中央区）にも同様の迷子しらせ石標が残されています。
また、宮部みゆき『幻色江戸ごよみ』「まひごのしらべ」には浅草のものでは
ありませんが、迷子しらせ石が登場します。

伝法院庭園　国指定名勝　
指定：平成23年 9月 21日

　仲見世通りを宝蔵門に向かって歩
くと、伝法院通りを渡ったすぐの左
手、奥まったところに荘厳な表門が
あります。この表門をくぐると、浅
草寺の本坊であり貫首の居宅でもあ
る伝法院です。その敷地の大半を占める伝法院庭園は、観光客の喧騒か
ら隔絶され、静穏な空気が流れる、江戸時代から継承される都内に残る
数少ない寺院庭園です。
　作庭は中世に遡るとも考えられますが、古図面や造園手法から、江戸
時代初期には北側と西側に池を配する、現在とほぼ同じ地割であったこ
とが分かります。
　庭に面した大書院から西側の池を眺めると、左手に大きな築山があり、
その山頂から流れ落ちる三段の枯滝石組と水面を表現した州浜が広がり
ます。そのまま視線を中央に移すと、出島や中島によって起伏に富んだ
護岸が展開します。
　池泉を回遊して大書院の向かいにある中島に立つと、飛石を配した州
浜と大書院を通して、再建された五重塔を一望できます。西側池泉の護
岸とは対照的に、緩やかな線形をもつ北側池泉は両池をつなぐ渓流部に
かかる石橋から望めます。
　伝法院は、徳川将軍などが御成りの際に御膳所として使用したことか
ら、大名ですら簡単に拝観できない秘庭でした。しかし、明治６年
(1873) に浅草寺境内が浅草公園に指定されると、昭和５年から太平洋戦
争開戦までの間、東京市により公園として一般公開され、昨今は浅草寺
により、期間を限って公開する年もあります。関東大震災や太平洋戦争
で江戸情緒の多くが失われた浅草において、その風情を今日に伝える庭
園です。

　浅草寺本堂の東側、石造大鳥居をくぐれば、三社
祭で名高い通称「三社さま」として知られる浅草の
総鎮守、浅草神社の境内です。浅草寺創設に深くか
かわる檜前兄弟の網にかかった観音像を土師中知が
自宅を改めた寺に祀ったのが浅草寺の始まりで、そ
の三人を祀ったのが三社権現社（現在の浅草神社）で
す。そのため浅草神社の紋は、投網をかたどった「三ッ
網」となっています。鎌倉時代末期には船渡御を営
んだ記述があるので、神社もその頃には創建されて
いたと考えられます。　
　現在の浅草神社社殿は、度重なる焼失ののち、三代
将軍徳川家光の寄進により慶安２年（1649）に完成した
ものです。浅草寺境内にあった東照宮が江戸城内に遷
座されたため、東照宮に祀られていた家康像も三社権現社に合祀され、浅草寺
と一体に保たれてきましたが、明治の神仏分離令により独立、浅草神社と改称

しました。境内には、浅草
と縁の深い新門辰五郎が、
安政 5 年（1858）に京都の伏
見稲荷より勧請した被官稲
荷も残されています。
　都内でも有数の祭りであ
る三社祭は、毎年５月の17
日18日に近い金曜・土曜・
日曜に行われる、浅草神社
の例大祭です。祭神三柱の
神霊を乗せた３基の神輿が
氏子町内を渡御する勇壮な
祭りです。
　『浅草寺縁起』によると、

正和元年（1312）の３月、「神輿をかざり奉り、船遊の祭礼をいとなみ、天下
の安寧を祈り奉る」という神託があり、これが三社祭の始まりとされていま
す。かつては観音示現の日である３月 18 日に行われ、丑・卯・巳・未・酉・
亥の隔年に船渡御が行われました。江戸時代には、この18日にちなんだ氏子
十八ヶ町が、趣向を凝らした山車の豪華さを競い合いました。
　明治に入ると船渡御も山車も無くなり、日程も５月 17 日 18 日に改められ
ました。替わって神輿の町内渡御が行われるようになり、昭和38年からは現
行の日程になりました。初日の
金曜には大行列が行われ、囃子
や鳶木遣の音曲に導かれ、びん
ざさら舞や手古舞、白鷺の舞等
が見番を出発して浅草の街を歩
きます。土曜は約 100 基の町内
神輿の連合渡御、日曜は３基の
本社神輿（一之宮・二之宮・三
之宮）が氏子 44 ヶ町を渡御し
ます。

　

　

「三社祭」©台東区教育委員会所蔵
須賀コレクション

びんざさら巡行の様子

白鷺の舞　大行列の様子

みたま

と ぎょ

まつ

ふな と  ぎょ
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東京文化財ウィーク

　　重要文化財（建造物）　指定：昭和 21年 11月 29日

　現在の浅草神社は、寛永 19 年
（1642）に浅草寺諸堂とともに焼失し
たのち、慶安２年（1649）に完成しま
した。『浅草寺誌』によれば、神社
の社殿には当時の金額で 1,200 両余
もの巨額の建設費が当てられまし
た。
　一般的な権現造（本殿、幣殿、拝
殿が一体的になった造り）とは異な
り、本殿・幣殿と拝殿の間が渡廊で
繋がれています。拝殿は桁行七間の横長に広い建物で、三社祭では「びんざ
さら舞」の奉納が行われます。本殿は三間社流造で、檜前浜成・竹成兄弟と
土師中知の三人を祀ります。
　社殿全体は、柱や縁廻りなど大部分を弁柄漆塗りとし、建具の黒漆塗りが全
体を引き締めています。鮮やかなのは長押上部の小壁で、黄金のような黄土地
に、鳳凰、麒麟、飛龍などの瑞祥を表す霊獣を極彩色で描いています。これら

の漆塗りと彩色は、昭和 38 年の修
理以来、経年劣化が目立ってきて
いたため、平成６～７年に修営を
行いました。よみがえった色彩の
鮮やかさには、眼を見張るものが
あります。関東大震災や戦災によ
る被害を免れ、360 年以上を経た
現在も当時の面影をそのままに残
す、貴重な文化財です。

浅草神社のびんざさら
都指定無形民俗文化財（民俗芸能）　指定：昭和 31年 11月 16日　

　びんざさらは、「拍板」「編木」などと書かれる楽器です。長さ 15cm 厚
さ６mm の檜板を 108 枚連ね、両端を持ち開閉することで板を擦り合わせ
て音を出します。この楽器を使う舞が三社祭の初日に奉納されます。
　三社祭の幕開けとなる金曜午後の大行列の中程に、赤青一対の大きな獅
子頭、膝まで届く赤毛のカツラを被った大太鼓役、綾井笠で顔を隠したび
んざさら役３人・摺太鼓役２人・笛役２人他、「びんざさら舞」を舞う人達
が並びます。大行列が神社に到着すると、彼らだけが昇殿を許されます。
拝殿にて、雌獅子舞・雄獅子舞・雌雄獅子舞（つるみ舞）の３つの獅子舞と、
種蒔・肩揃・鳥馬口・蹴合の４
つのささら舞を奉納し、五穀豊
穣等を祈願します。
　『浅草寺縁起』には鎌倉末期
に三社祭が始められた頃の姿
が描かれていますが、この中
に「びんざさら舞」の姿も見
られます。中世以来の芸能を
今に伝える、貴重な無形民俗
文化財です。

神谷バー本館　国登録有形文化財（建造物）　登録：平成 23年 10月 28日

　吾妻橋の近くに関東大震災以前から建ち続ける
浅草のランドマークの一つです。
　明治に入ると浅草寺境内は公園化され、西側に
は劇場等の娯楽施設が多く建ち並びます。特に電
気館（映画館）は人気で、文人など多くの客が集
まりました。当時「電気」は目新しいものの象徴で、
アルコール度数が45度もあった強いお酒は「デン
キブラン」と名付けられました。この「デンキブ
ラン」や「ブドー酒」は文学作品にも登場します。
神谷バーの創業は明治13年（1880）で、同45年に洋
風の「神谷バー」に改造し浅草で最初のバーといわれました。
　現在の本館は、大正10年（1921）にいち早く、鉄筋コンクリート造で建
設されたもので、正面の大きな丸窓付き三連アーチが特徴です。

ギャラリー・エフ蔵　　
国登録有形文化財（建造物）　登録：平成 10年 12月 11日

　浅草寺雷門の南側、吾妻橋に近く隅田川に面
したこの辺りは、江戸から明治にかけて材木町
と呼ばれていました。実際、材木や竹の問屋が
多かったそうです。
　この土蔵は、竹屋という大きな材木問屋の
内蔵（家財道具や大事なものをしまう）でした。かつては屋敷や店が隅
田川まで建ち並んでいたことでしょう。
　土蔵は柱も梁も太く、壁の左官仕事もしっかりした、非常に堅牢な造
りです。２階の梁下面に「慶応四戊辰年八月吉日　三代目竹屋長四郎」
の墨書があります。この年（1868）９月には明治に改元、その後の関東大
震災や戦災にも耐えて、江戸の息吹を現在に伝える貴重な文化財です。
現在は喫茶店併設のアートスペースになっています。

　　都指定有形文化財（古文書）　指定：大正 11年 6月　種別変更：昭和 56年 3月 12日

　隅田川に架かる駒形橋の辺りには船着き場があり、自動車や鉄道が無かった頃
は隅田川の舟運で賑わっていました。浅草を船で訪れ
る人々は、上陸すると最初に駒形堂にお参りし、それ
から浅草寺に向かいました。
　駒形堂は、浅草寺の本尊・聖観世音菩薩を檜前兄弟
が陸揚げした川べりに建立されました。天慶５年（942）
の創建と伝えられています。
　浅草寺は、徳川家康が祈願所にするなど、江戸幕府
に重んじられました。元禄５年（1692）生類憐みの令で
知られる五代将軍綱吉の時代に、浅草寺本尊が現れた
霊地を禁漁にしました。駒形堂を中心に、南は諏訪町（台
東区駒形）から北は聖天岸（同区浅草７丁目）までの
十町ほどの川筋です。ちなみに十町は、およそ 10ha＝10 万㎡で、東京ドーム２個
分より少し広いくらいの範囲です。翌年、浅草寺近辺の隅田川が殺生禁断の地と
なったことを記念して、浅草寺第４世権僧正宣存が高さ 183.5cm、正面幅 61cm
の戒殺碑を駒形堂の境内に建てました。
　元禄期の信仰及びその周辺の状況を明らかにする貴重な資料です。

　

　

浅草神社のびんざさら　肩揃

浅草神社拝殿外観

にぎ

浅草神社拝殿内部

写真提供：台東区教育委員会

かたぞろえたね まき ちょう ま   ぐち け    あい
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公開情報
①～⑦浅草寺
　公 開 日　通年
　公開時間　終日
　料　　金　なし　
　

⑧浅草神社
　公 開 日　通年
　　　　　　（境内のみ）
　公開時間　終日
　料　　金　なし
　　

⑨浅草観音戒殺碑
　公 開 日　通年
　公開時間　終日
　料　　金　なし
　　

　
※伝法院庭園
　通常非公開　
　
※神谷バー本館
　公 開 日　通年（外観のみ）
　公開時間　終日（外観のみ）
　料　　金　なし（外観のみ）
　

※ギャラリー・エフ蔵
　公 開 日　通年
　（ただし、火曜及び臨時休業日を除く）
　公開時間　11：00～18：30
　（ただし、展示の種類等によって変更あり）
　料　　金　なし　
　　　

〒163-8001　東京都新宿区西新宿二丁目8番1号
電話:03（5321）1111（代）
東京都教育庁
地域教育支援部管理課

公開情報

文化財めぐりコース
浅草寺
 

①浅草寺二天門
↓

②木造持国天立像・木造増長天立像
↓

③西仏板碑
↓

④六地蔵石燈籠
↓

⑤浅草寺六角堂
↓

⑥戸田茂睡墓
↓

⑦浅草迷子しらせ石標
　
　
　

⑧浅草神社
↓

神谷バー本館
↓

ギャラリー・エフ蔵
↓

⑨浅草観音戒殺碑

も     すい

東
京
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化
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　東京観光の目玉の一つ、浅草。この地は、
浅草寺の門前町を中心に発展を遂げてきま
した。関東大震災や太平洋戦争により、近
世までの浅草の街並みはほぼなくなりまし
たが、焼け残った浅草寺二天門や浅草神社
は文化財に指定されています。
　今回は、浅草寺や浅草神社など、活気あ
ふれる浅草の街とともに歴史を感じられる
コースを設定しました。
　雷門や仲見世だけではない浅草の魅力を
発見してみてください。

コースを設定しました。
　雷門や仲見世だけではない
発見してみてください。

カフェ

⑦

浅草寺

浅草神社


